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　農
業
共
済
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
感

謝
の
意
を
表
し
、本
県
で
は
全
国
農
業
共
済
協

会
長
表
彰
を
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　当
組
合
の
事
業
に
、永
年
に
わ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

損
害
評
価
会
委
員
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
な
ど
農
業
共
済
事
業
の

適
正
な
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方

役
員
と
し
て
勤
続
年
数
が
永
年
に
わ
た
る
方
で
、顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
方

　
平
成
３０
年
１１
月
３０
日（
金
）か
ら
平
成
３０
年
１２
月
２
日（
日
）の

３
日
間
、彦
根
市
に
あ
る「
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
」セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
に

て
、
第
１７
回「
農
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
し
た
。県
内
小
学
校
１
４
６
校
か
ら
９
３
７
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
審
査
の
結
果
１
４
４
点
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。１２
月
１

日（
土
）に
は
上
位
入
賞
者
２４
名
の
方
に
表
彰
を
行
い
、
賞
状
と
記

念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内
の
小
学
２
年
生
・
４
年
生
・
６
年

生
を
対
象
に
農
村
や
農
作
業
風
景
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

農
業
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
農
業
保
険
制
度
が

果
た
す
役
割
を
啓
発
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
入
賞
作
品
は
、１０
ペ
ー
ジ
か
ら
１３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第17回

コ
ン
ク
ー
ル

平
成
30
年
度

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

〈
１
号
表
彰
〉

〈
２
号
表
彰
〉

表
彰
式
開
催

守
山
市

（
損
害
評
価
会
委
員
）

九

重

　四

郎

米
原
市

（
代
表
監
事
）

杉

中

　明

和

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

この度、相次いで発生した台風により被害に遭われた組合員の皆さまに、心よりお見舞い
申し上げます。 また、１日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。
被害等に関するお問い合わせやご相談は、お近くの支所・出張所までお願いします。

組合長理事　山下　英利
役職員一同

（
敬
称
略
）

農
業
共
済
と

　
 

収
入
保
険
の
両
輪
で

組
合
長
理
事

　山
下  

英
利

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
当
組
合
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
福
井
県
を
中
心
に
北
陸

地
方
が
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
西
日
本
を
中
心
と
し

た
記
録
的
な
豪
雨
も
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
阪

府
北
部
地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
度
重
な
る
台

風
の
上
陸
な
ど
日
本
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多

発
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
台
風
20
号
、
21
号
、
24
号
に
よ

る
暴
風
雨
に
よ
り
、
県
下
全
域
で
園
芸
施
設
や
建
物
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
農
作
物
に
も
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
復
興
を
願
って
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
、
損
害
評
価
員
、
損
害
評
価
会

委
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
適
正
な
損
害
評
価
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
農
業
保
険
法
に
よ
り

農
業
共
済
制
度
に
加
え
、
平
成
31
年
産
か
ら
新
た
に
収
入

保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
生
産
す
る
品
目
を
限
定
せ
ず
、
加

入
者
が
保
険
期
間
に
生
産
・
販
売
す
る
農
作
物
の
販
売
収

入
全
体
が
補
て
ん
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
加

え
、
農
作
物
の
価
格
下
落
の
ほ
か
、
け
が
や
病
気
、
盗
難

な
ど
農
業
経
営
者
の
努
力
だ
け
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
リ
ス
ク
に
対
す
る
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
共
済
制
度
は
、「
農
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
と
「
効
率
的
な
事
業
執
行
に
よ
る
農
業
者
の
負
担

軽
減
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
見
直
さ
れ
、
引
受
方
式
が
追
加

さ
れ
る
な
ど
本
年
よ
り
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
は
自
然
災
害
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
産
業
で
す
。

当
組
合
は
、
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
の
両
輪
で

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
農
業
経
営
を
支
え
、
本
県
農
業
発

展
の
た
め
、
役
職
員
一
同
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
本
年
も
当
組
合
への
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で

　新
年
の
お
慶
び
を

　
　

  

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
長
理
事 

山
下
　
英
利

副
組
合
長
理
事 

瀧
　
　
　
優

専
務
理
事 

太
田
　
喜
信

筆
頭
理
事 

寺
島
　
健
一

　
　
理
事 

内
田
　
仁
一

　
　
理
事 

竹
村
　
利
三

　
　
理
事 

杉
本
　
忠
嗣

　
　
理
事 

福
西
　
義
幸

　
　
理
事 

仲
井
　
健
造

　
　
理
事 

小
澤
　
朝
夫

　
　
理
事 

沢
　
　
晶
弘

　
　
理
事 

北
川
　
滋
喜

　
　
理
事 

磯
﨑
　
　
清

代
表
監
事 

杉
中
　
明
和

　
　
監
事 

石
田
　
俊
治

　
　
監
事 

寺
川
　
政
義
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※
火
災
共
済
で
は
、自
然
災
害
（
風
水
害
・

雪
害
）・
地
震
等
に
よ
る
損
害
は
補
償

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

建
物
に
付
属
す
る
工
作
物

▼
建
物
に
付
属
す
る
門
、
垣
、
塀
、
そ
の

他
工
作
物
（
カ
ー
ポ
ー
ト
等
）
は
建
物

に
含
め
て
加
入
さ
れ
る
と
補
償
対
象
に

な
り
ま
す
。

▼
ご
加
入
の
際
は
、
加
入
申
込
書
の
て
ん

補
範
囲
に
含
め
た
い
工
作
物
名
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

１
年
間
に
必
要
な
掛
金
は

▼
木
造
家
屋
の
場
合
、
１
千
万
円
を
補
償
す
る
た

め
の
掛
金
は
２
万
１
，７
０
０
円
で
す
。

満
額
加
入
の
お
す
す
め

▼
十
分
な
補
償
を
受
け
て
い
た
だ
く
に

は
、「
同
等
の
建
物
を
新
し
く
建
て

直
す
場
合
に
か
か
る
金
額
」（
新
築

価
額
）と
同
額
と
な
る
よ
う
加
入（
満

額
加
入
）
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
加
入
金
額
が
こ
の
金
額
よ

り
少
な
い
場
合
、
支
払
わ
れ
る
損
害

共
済
金
は
損
害
額
よ
り
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
満
額
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

▼
ご
自
身
の
所
有
す
る
建
物
、
家
具
類

の
価
額
の
目
安
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
支
所
・
出
張
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●総合共済 1～9（自然災害も対象）
●火災共済 1～7

盗難によるき損、汚損

6

火　災
（類焼を含む）

（消火活動による損害を含む）

1

落　雷

2

破裂・爆発
（凍結による水道管の破裂は除く）

3

（自然災害による事故は除く）

建物の外部からの物体の
落下、飛来、衝突及び倒壊

4

給排水設備に生じた
事故による水ぬれ損

5

7

騒乱及び集団行動に
伴う暴力行為、破壊行為

8

風水害、雪害、
その他の自然災害

（加入金額の50%を限度）9

地震等

※8、9の事故は火災共済では、補償対象になりません。

家具類にもご加入の場合は、落雷による
電化製品の被害も対象となります！

建物共済

共 済 の 種 類 火 災 共 済 総 合 共 済

加 入 限 度 額
建物と家具類あわせて１棟あたり

6,000万円
建物と家具類あわせて１棟あたり

4,000万円
・同じ建物に火災共済と総合共済の両方を加入する場合は合わせて１億円が限度。

共 済 掛 金
一般造建物１,000万円あたり

6,700円
一般造建物１,000万円あたり

21,700円
・用途や構造により掛金は異なります。詳しくは最寄りの支所へお問い合わせください。

共 済 責 任 期 間 掛金をいただいた日の午後４時から１年間です。
（継続加入の場合は、契約終了日から１年間です。）

わずかな掛金で大きな補償が得られます!

現在お持ちの物件を、建て直した場合の新築価額までご加入できます。
もちろん事故があった場合も、新築価額で補償します！！

総
合
共
済
で
自
然
災
害
か
ら
財
産
を
守
る

加
入
金
額
に
よ
っ
て
、損
害
共
済
金
の

支
払
う
額
が
変
わ
り
ま
す
。満
額
加
入

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

新築価額4,000万円の家に25％の1,000万円加入の場合

25％25％

〈例〉

損害額 － ×
新築価額の5％か
1万円のいずれか少ない額

加入共済金額
新築価額

損害共済金　24万7,500円

自然災害
（風水害・雪害等）

による
100万円の損害

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　農
業
は
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い
産

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
リ
ス
ク
に
備
え
る

た
め
、
公
的
な
保
険
制
度
と
し
て
農
業
保
険
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　今
後
も
起
こ
り
得
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た

め
に
は
農
業
保
険
へ
の
加
入
が
基
本
と
な
り
、

農
業
保
険
以
外
の
特
別
な
対
策
は
、
過
去
に
例

の
な
い
よ
う
な
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　農
業
者
の
皆
さ
ま
が
自
ら
農
業
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

※
収
入
保
険
と
農
業
共
済
は
、ど
ち
ら
か
一
方
の
み
加
入
で
き
ま
す
。

「
加
入
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
」

水
稲
共
済

水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

水稲共済

記入上の注意

❶ 作付け内容の変更や耕地の異動等を記入してください。
❷ 水稲共済への加入を「する」·「しない」の意思表示をしてください。
❸ この書類は、「水稲生産実施計画書と経営所得安定対策の交付金に係る営農計画書」を
　 兼ねていますので、必ずご提出ください。

作付け内容の変更や耕地の
異動等をご記入ください。

1

意思確認が必要となりますので
必ずご記入ください

2

　平
成
31
年
産
水
稲
よ
り
当
然
加
入
制
か
ら
任

意
加
入
制
に
移
行
す
る
た
め
、毎
年
ご
提
出
い
た

だ
い
て
い
た「
水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
」

が「
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」に

変
わ
り
ま
す
。 ・

・
・
・
・

0405



家
畜
共
済
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
引
受
を
開
始
す
る
加

入
者
の
方
か
ら
新
し
い
引
受
方
式
に
な
り
ま
す
。
大
き

な
変
更
点
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

（図１）

（図2）死亡廃用共済の共済区分の変更（牛）

家畜共済

　
家
畜
共
済
は
、
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
に
分

離
さ
れ
ま
す
。（
一
方
の
み
に
加
入
す
る
こ
と
も
出
来
ま

す
。）
共
済
目
的
の
加
入
区
分
ご
と
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
区
分
ご
と
に
選
択
割
合
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
図
１
）

死
廃
と
病
傷
の
分
離

1

　
死
亡
廃
用
共
済
で
は
期
首
に
年
間
の
飼
養
計
画
を
申
告

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に
共
済
掛
金
等
を
計
算
し
ま

す
。
期
末
に
実
際
の
年
間
飼
養
実
績
を
（
牛
に
関
し
て
は

牛
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
農
家
書
類
を
も
と
に
）
確
認
し
、

共
済
掛
金
等
の
調
整
を
し
ま
す
。
見
込
計
画
を
少
な
く
見

積
も
る
と
年
度
途
中
で
共
済
金
の
支
払
限
度
を
超
え
る
可

能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
期
末
調
整
時
の
追
加
支
払
金
額
が

高
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
首
時
の
年
間
飼
養
計
画
が
非

常
に
重
要
で
す
。
疾
病
傷
害
共
済
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
従

来
と
同
じ
方
法
で
す
。

見
込
引
受
と
期
末
調
整

2　
家
畜
共
済
で
い
う
固
定
資
産
的
家
畜
は
、
家
畜
か
ら
得

ら
れ
る
副
産
物
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
を
得
ら

れ
る
も
の
、
例
え
ば
生
乳
を
生
産
す
る
乳
牛
、
産
仔
生
産

目
的
の
繁
殖
用
家
畜
な
ど
で
す
。
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
販

売
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
畜
そ
れ
自
体
に
価
値

が
あ
り
、
日
々
価
値
が
増
加
す
る
肥
育
を
目
的
と
す
る
家

固
定
資
産
的
家
畜
と
棚
卸
資
産
的
家
畜

3

　
家
畜
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
に
つ
い
て

は
、
導
入
前
に
飼
養
状
況
の
確
認
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
待
期
間
（
導
入
後
２
週
間
以
内
）
に
事
故
が
あ
っ

て
も
共
済
金
の
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
家

畜
共
済
未
加
入
者
等
か
ら
導
入
し
た
場
合
は
、
現
行
と
同

様
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

待
期
間
の
取
扱
い

4　
危
険
段
階
は
基
準
と
な
る
区
分
を
中
心
に
高
位
10
区
分

と
低
位
10
区
分
で
21
段
階
に
設
定
さ
れ
、
共
済
目
的
の
種

類
ご
と
に
、
死
亡
廃
用
共
済
、
疾
病
傷
害
共
済
そ
れ
ぞ
れ

に
示
さ
れ
ま
す
。
引
受
年
度
ご
と
に
毎
年
直
近
10
年
間
の

損
害
率
を
基
に
、
適
用
す
べ
き
危
険
段
階
区
分
を
設
定
し

ま
す
。
過
去
の
事
故
実
績
が
掛
金
率
へ
明
瞭
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

21
段
階
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
区
分
に
設
定

5

畜
や
育
成
家
畜
を
指
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
死
亡
廃
用

共
済
で
は
固
定
資
産
的
家
畜
は
引
受
及
び
事
故
時
は
期
首

時
点
で
の
評
価
額
で
、
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
期
末
ま
た
は

事
故
時
点
の
評
価
額
で
、
共
済
金
額
、
共
済
掛
金
、
支
払

限
度
額
、
支
払
共
済
金
な
ど
を
算
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
図
２
）

お問い合わせ

家畜診療所・東部診療グループ

TEL  0748-55-8282
フリーダイヤル  0120-828-235

診
療
所
だ
よ
り

子
牛
は
冷
え
や
す
い

うちは死廃事故は少ないけど、
治療は多いから病傷の選択割合を

上げて入ろうかなあ。

　冬
も
本
番
で
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
体
調
な

ど
崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
冬
場
に
な
る
と
人
間
だ
け

で
は
な
く
、
牛
も
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
牛

は
寒
さ
に
比
較
的
強
い
動
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

子
牛
の
場
合
は
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
。
そ
の
理
由
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

1
子
牛
は
体
が
小
さ
い

　成
牛
に
比
べ
子
牛
が
小
さ
い
の
は
分
か
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
表
面
積
で
す
。
体
が
小
さ

い
と
体
重
当
た
り
の
表
面
積
が
大
き
く
な
り
、
熱
が

逃
げ
や
す
く
な
る
の
で
す
。
出
生
直
後
の
子
牛
で
す

と
、
成
牛
と
比
べ
て
三
倍
く
ら
い
体
温
が
逃
げ
や
す
く

な
り
ま
す
。

2
子
牛
は
脂
肪
が
少
な
い

　脂
肪
は
熱
を
伝
え
に
く
い
性
質
が
あ
る
の
で
、
冬
場

は
適
度
な
皮
下
脂
肪
が
体
温
の
維
持
に
役
立
ち
ま
す

（
決
し
て
自
分
の
お
腹
周
り
を
正
当
化
す
る
た
め
に

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
）。
し
か
し
子
牛

は
ま
だ
皮
下
脂
肪
が
少
な
く
、
僕
と
は
違
っ
て
冬
は
寒

い
の
で
す
。

3
子
牛
は
第
一
胃
が
発
達
し
て
い
な
い

　成
牛
は
草
を
第
一
胃
で
微
生
物
に
発
酵
し
て
も
ら
い

消
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
微
生
物
は
熱
を
出
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
成
牛
は
お
腹
の
中
に
温
か
い
湯
た

ん
ぽ
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
子

牛
で
は
第
一
胃
が
ま
だ
発
達
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
お
腹

の
中
の
湯
た
ん
ぽ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
体
が
冷
え
や
す

く
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
理
由
で
子
牛
は
成
牛
と
比
べ
て
冬
場
の

寒
さ
に
弱
く
、
体
を
冷
や
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
体
が

冷
え
る
と
免
疫
力
も
落
ち
、
そ
の
結
果
、
風
邪
を
引
い

た
り
肺
炎
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
場

は
特
に
子
牛
を
温
か
く
保
つ
工
夫
が
必
要
で
す
。
農
家

の
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
子
牛
の
寒
さ
対
策
を
お
持
ち
だ
と

思
い
ま
す
が
、
診
療
に
来
た
獣
医
師
に
聞
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区分ごとに両方または一方のみの選択可
年間補償割合一定

他肉子牛・胎児 現行

改正後

肥育用子牛肥育用成牛他肉成牛

繁殖用雌牛
育成・肥育牛
子牛選択制

繁殖目的で満24ヵ月齢以上 満24ヵ月齢未満

現行

改正後

乳用子牛・胎児育成乳牛成乳牛

搾乳牛
育成乳牛
子牛選択制

搾乳目的で満24ヵ月齢以上 搾乳目的で満24ヵ月齢未満

●：固定資産的家畜
●：棚卸的家畜

家畜共済
（死廃事故・病傷事故）

死亡廃用
共済

●飼養目的により細分化された
区分ごとに加入可能
●見込引受、期末調整
●事故除外
●選択割合 20～80% 

疾病傷害
共済

●期首飼養頭数引受
●選択割合 1～100%

現行

改正後

清
水 

智
大  

獣
医
師

家
畜
診
療
所
　東
部
診
療
グ
ル
ー
プ

0607



収
入
保
険
に
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
農
業
収
入
の
減
少

を
総
合
的
に
補
て
ん
す
る
新
し
い
制
度
で
す
。

　県
内
最
初
に
加
入
申
請
さ
れ
た
東
近
江
市
大
中
町
の
野
田
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

平成31年
1月から

収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

青
色
申
告
と
は
？

　
複
式
簿
記
〈
正
規
の
簿
記
〉
を
使
用
す
る
方
法
と
、

白
色
申
告
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
現
金
出
納
帳
等

を
整
備
す
る
〈
簡
易
な
方
式
〉
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
？

　
個
人
の
方
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署

に
「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」（
図
１
）

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
そ
の
年
分
の
所
得
か
ら
、

青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
告
時
期

は
翌
年
２
〜
３
月
（
図
２
①
②
））
平
成
31
年
分
の

青
色
申
告
実
績
が
で
き
れ
ば
、
平
成
33
年
１
月
か
ら

収
入
保
険
へ
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

●
青
色
申
告
特
別
控
除

　〈
正
規
の
簿
記
〉
の
場
合
は
65
万
円
を
、〈
簡

易
な
方
式
〉
の
場
合
は
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

●
損
失
の
繰
り
越
し
と
繰
り
戻
し
が
可
能

　
そ
の
年
の
赤
字
額
を
確
定
申
告
時
に
損
失

申
告
す
る
こ
と
で
、
３
年
以
内
に
発
生
す
る

所
得
と
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

損
失
が
生
じ
た
年
の
前
年
に
赤
字
を
繰
り
戻

し
て
、
前
年
の
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

法人の方は、加入申請受付中です。
法人の方は、事業年度開始月の3ヵ月前から加入申請できます。

加入を検討されている方は、ぜひ最寄りの支所・出張所または本所へお問い合せください。
NOSAI滋賀のホームページでは、類似制度との比較や、掛金・補てん金などの試算ができます。

http://www.nosai-shiga.or.jp/ または NOSAI滋賀 で 検索

　青
色
申
告
は
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
で
経
営
内

容
を
客
観
的
に
把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
金
融
機

関
か
ら
の
信
用
を
得
や
す
い
と
い
っ
た
利
点
が
あ

り
ま
す
。
収
入
保
険
へ
加
入
い
た
だ
く
に
は
青
色

申
告
が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、
現
金
主
義
は
除
き

ま
す
。）　

（図1）所得税の青色申告承認申請書

下の2種類の書類を作成し、税務署へ提出

（図2②）所得税青色申告書決算書

（図2①）青色申告書B

Ｑ 

経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
メ
イ
ン
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
で
す
。
ほ
か
に
水
稲

と
麦
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
防
除
に
乗
用
管
理
機

を
導
入
す
る
な
ど
農
業
機
械
を
積
極
的
に
活
用
し

て
、
省
力
化
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
に
加
入
し
た
決
め
手
は
？

　
水
害
で
キ
ャ
ベ
ツ
を
出
荷
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
既
存
制
度
の
野
菜
価
格
安
定
制
度
で

は
、出
荷
し
な
い
と
補
て
ん
さ
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

収
入
保
険
は
出
荷
で
き
な
く
て
も
補
て
ん
の
対
象

で
す
。
そ
の
点
が
大
き
く
異
な
り
、
加
入
の
決
め

手
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
我
々
農
業
者
は
、
怪
我
や
病
気
が
原
因

の
収
入
減
少
リ
ス
ク
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
で
も
補
て
ん
後
の
収
入
が
平
均
収
入
の
８
割
台

ま
で
確
保
で
き
る
点
も
い
い
で
す
ね
。
継
続
的
な

営
農
に
は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

Ｑ 

収
入
が
落
ち
込
む
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
来
は
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

ま
す
。
年
や
時
期
に
よ
っ
て
も
価
格
が
大
き
く
変

動
す
る
た
め
、
収
入
が
３
割
ほ
ど
減
少
し
た
年
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ 

経
営
す
る
う
え
で
不
安
に
感
じ
る
こ

と
は
？

　
自
然
災
害
で
す
ね
。
特
に
水
害
が
不
安
で
す
。

琵
琶
湖
か
ら
流
れ
出
る
の
は
瀬
田
川
一
本
だ
け
で

す
し
、
瀬
田
川
洗
堰
も
下
流
域
の
水
位
が
高
け
れ

ば
放
流
で
き
ま
せ
ん
。
琵
琶
湖
の
水
位
が
上
が
り

冠
水
す
る
被
害
が
今
ま
で
以
上
に
多
く
な
る
の
で

は
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
河
川
の
多
く
は
天
井
川
で
す
。

局
地
的
な
大
雨
が
降
り
、
河
川
の
氾
濫
が
ど
こ
で

起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
30
年
は
県
内
で
も
台
風
に
よ
る
被
害
が
続

出
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害

を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
不
安
で
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
に
一
言

　
多
く
の
農
業
者
に
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

今
回
加
入
さ
れ
な
か
っ
た
個
人
農
業
者
の
方
も
、

次
は
是
非
加
入
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

東
近
江
市
大
中
町

　野
田
　勉
さ
ん
（
68
歳
）

キ
ャ
ベ
ツ
2.5
㌶
、
水
稲
1.5
㌶
、
麦
1.5
㌶

0809



金
賞

愛荘町立秦荘東小学校　喜多居　栞那
「おじいちゃんのおいしいブルーベリー」

滋賀県
教育長
賞

大津市立下阪本小学校　細川　彩夏
「おじいちゃんの畑」

銅
賞

長浜市立七郷小学校　今井　那奈
「オクラの花」

銅
賞

長浜市立速水小学校　山本　悠馬
「夏野菜の収かく」

愛荘町立愛知川東小学校　羽柴　乃暖
「かんぴょうとおばあちゃん」

銀
賞

大津市立瀬田北小学校　松尾　玲子
「夏野菜の宝石箱」

銀
賞

入賞作品

佳　作

（敬称略）

受賞おめでとうございます

滋賀県
知事
賞

草
津
市
立
草
津
小
学
校 

６
年
　
辰
馬
　
潤
哉

「
か
ぼ
ち
ゃ
畑
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

滋賀県
知事
賞

大
津
市
立
瀬
田
南
小
学
校 

４
年
　
金
澤
　
朋
迦

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
田
植
え
」

滋賀県
知事
賞

大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校 

２
年
　
市
岡
　
保
乃

「
野
菜
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
！
」

（敬称略）

今回で17回目となる「農」絵画コンクール。県内１４６校の小学校から９３７点の応募がありました。
その中から選ばれた２４点の入賞作品を紹介します。

6年生の部

滋賀県知事賞

長
浜
市
立
長
浜
小
学
校
　
川
端
　
悠
愛

「
甘
い
実
ど
れ
だ
!?
」

銅
賞

第17回 コンクール

滋賀大学教育学部附属小
下 阪 本 小
下 阪 本 小
膳 所 小
瀬 田 小
瀬 田 北 小
瀬 田 北 小

廣　江　七　海
鍋　島　舞　衣
九　平　莉　子
舩　山　愛　菜
本　田　愛怜菜
早　藤　爽　希
小　島　陽　香

青 山 小
青 山 小
木 戸 小
老 上 小
小 津 小
葉 山 東 小
新 旭 南 小

田　中　孝　幸
山　﨑　こころ
広　井　琉　惺
千　葉　日　陽
西　中　美　晴
一　瀬　莉　奈
中　村　愛　倖

八日市南小
八日市南小
蒲 生 西 小
水 口 小
朝 宮 小
石 部 小
下 田 小

西　郷　未　侑
今　西　　　陸
瀬　川　菜　月
中　籔　　　拓
小　杉　侑　大
青　木　政　人
野　村　未　来

山 東 小
米 原 小
城 南 小
秦 荘 東 小

髙　畑　絢　寧
韓　　　琳　奈
土　居　　　葵
西　澤　杏　玲
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高
島
市
立
青
柳
小
学
校
　
古
川
　
空
優

「
田
ん
ぼ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
」

銀
賞

大
津
市
立
瀬
田
北
小
学
校
　
古
屋
　
凛

「
や
っ
た
ー
！
大
き
く
そ
だ
っ
た
よ
！
」

銀
賞

金
賞

東近江市立八日市南小学校　袋谷　律妃
「おばあちゃんの畑でとれた夏野菜」

金
賞

愛荘町立愛知川東小学校　國寄　心咲
「大きなズッキーニ」

銅
賞

草津市立笠縫東小学校　加納　優衣
「初めてのすいか狩り」

銅
賞

大津市立瀬田小学校　西村　咲奏
「おいもほり」

銅
賞

草津市立常盤小学校　木下　ひより
「私の家の田んぼ」

滋賀県
教育長
賞

栗東市立葉山東小学校　武村　ひかり
「家の庭の畑にて」

滋賀県
教育長
賞

高島市立青柳小学校　北川　陽翔
「おいしいぎゅうにゅうをありがとう」

東近江市立湖東第二小学校　浅尾　悠杜
「家のまどから見える田園風景」

銀
賞

大
津
市
立
瀬
田
小
学
校
　
金
城
　
春
佑

「
い
ね
か
り
」

銅
賞

銀
賞

長
浜
市
立
速
水
小
学
校
　
藤
元
　
結
愛

「
と
れ
た
て
野
菜
た
く
さ
ん
持
っ
て
来
た
よ
」

野
洲
市
立
祇
王
小
学
校
　
中
村
　
心
優

「
花
の
太
陽
」

銅
賞

草
津
市
立
老
上
小
学
校
　
杉
江
　
真
凛

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
黒
太
陽（
す
い
か
）」

銅
賞

佳　作

佳　作

（敬称略） （敬称略）

２年生の部 4年生の部

滋賀大学教育学部附属小
真 野 小
平 野 小
青 山 小
仰木の里東小
仰木の里東小
仰木の里東小
和 邇 小
和 邇 小

中　村　諒　真
上　野　聖　奈
堀　内　結　名
上　野　圭　央
髙　見　捺々子
篠　﨑　　　遥
木　澤　奈緒子
岡　本　穂　花
駒　井　紗　奈

草 津 小
草 津 小
老 上 小
老 上 西 小
老 上 西 小
老 上 西 小
守 山 小
河 西 小
河 西 小
立入が丘小

上　田　琴　音
宇　波　侑　祐
浅　利　　　結
井　上　敦　貴
杉　浦　かいら
山　根　詩　歩
梶　原　瑞　巴
松　本　修　太
郷　田　龍之介
中　西　礼　響

葉 山 東 小
北 野 小
本 庄 小
八 幡 小
湖東第一小
湖東第三小
蒲 生 北 小
水 口 小
水 口 小
大 原 小

川　野　陽　仁
千　代　幸　叶
上　田　海　空
大　橋　遥　斗
磯　部　琉　翔
今　𠮷　花　愛
大　澤　唯　斗
宮　原　斗　樹
池　田　大　輝
中　島　　　輝

長 浜 小
余 呉 小 中
坂 田 小
金 城 小
高 宮 小
秦 荘 東 小
日 栄 小

木　田　虎太郎
岩　堂　壮　佑
村　居　美　優
西　田　　　晴
安　村　春　里
北　村　　　恵
上　田　　　輝

滋賀大学教育学部附属小
堅 田 小
平 野 小
晴 嵐 小
瀬 田 小
瀬 田 小
瀬 田 南 小
瀬 田 北 小
和 邇 小
木 戸 小
志 津 小
老 上 小
常 盤 小
守 山 小

内　海　　　桜
上　原　愛　未
湯　谷　匠　翔
中　島　里　菜
瀧　川　凛　音
高　野　奏　良
小　松　桜支朗
野　村　圭　音
永　原　　　芯
米　田　大　雅
中　留　智　捺
松　田　紗　弥
遠　藤　咲　乃
安　藤　琴　音

守 山 小
立入が丘小
治 田 小
祇 王 小
本 庄 小
馬 淵 小
八日市南小
五 個 荘 小
蒲 生 西 小
水 口 小
綾 野 小
下 田 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小

守　　　來　実
中　西　華　羚
濱　田　皓　輝
中　川　莉　李
梅　村　奏　多
土　井　克　成
左　近　日　那
沖　　　初　音
福　永　悠　希
森　井　咲　空
亀　井　勇　杜
谷　　　佳奈実
末　木　聖　理
酒　井　蒼　生
松　田　武　大

長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小
長 浜 北 小

八　田　佳　音
児　玉　智　大
八　田　悠　慎
花　谷　海　星
田　中　夏　光
西　川　　　碧
草　野　泰　我
服　部　正太郎
杉　山　莉　瑚
廣　田　　　萌
鮎　田　彩　里
黒　嶋　一　花
木　原　旺志朗
岡　部　青　海
中　村　滉　志

長 浜 北 小
長 浜 北 小
田 根 小
速 水 小
速 水 小
高 月 小
高 月 小
大 原 小
大 原 小
春 照 小
坂 田 小
息 長 小
城 北 小
秦 荘 東 小
愛 知 川 小

三　家　康　佑
濵　寄　真　雪
速　水　凛々香
柏　本　真　佑
中　村　栞　子
浜　木　珠　羽
石　田　　　心
三　原　優　舞
河　島　実　咲
的　場　小　春
吉　岡　暉　倫
西　野　　　苗
桐　畑　凌　斗
村　西　桜　空
本　持　諒　也
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タ
マ
ネ
ギ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

ジ
ャ
ガ
イ
モ

〔
狭
い
畑
の
家
庭
菜
園
実
践
家
〕

　
ま
ず
、今
、畑
に
あ
る
野
菜
で
す
。

タ
マ
ネ
ギ
の
追
肥
は
二
月
中
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
三
月
の
追
肥
は

玉
太
り
は
よ
く
な
る
の
で
す
が
、

貯
蔵
中
に
腐
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
以
降
に
株
間
を
耕
す
と
根
を
傷
め
て
し
ま
い
、
太

り
が
悪
く
な
り
ま
す
。
手
で
丁
寧
に
抜
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ち
な
み
に
、
吊
り
玉
に
す
る
場
合
は
、
五
〜
八
個
を
束
ね
て
玉

か
ら
十
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
の
葉
を
紐
で
二
重
に
縛
り
、
そ
の
あ
と

で
褌
の
よ
う
に
股
に
紐
を
通
し
て
お
く
と
抜
け
落
ち
ま
せ
ん
。
吊

り
玉
に
も
、
バ
イ
ン
ダ
ー
用
の
麻
紐
が
便
利
で
す
。（
図
１
）

　
ま
た
、
タ
マ
ネ
ギ
収
穫
後
、
す
ぐ
に
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
蒔
く
と
、

少
し
小
振
り
に
な
り
ま
す
が
、
八
月
末
ま
で
に
収
穫
で
き
ま
す
。

そ
の
跡
に
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
植
え
付
け
が
間
に
合
い
ま
す
。

　秋
冬
野
菜
は
う
ま
く
育
っ
て
い
ま
す
か
？
　昨
年
は
強
い
台

風
が
二
回
も
襲
来
し
た
の
で
、
被
害
を
受
け
た
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
こ
こ
は
ひ
と
つ
気
を
取
り
直
し
て
、
今
年
も
家
庭
菜

エ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

正
月
か
ら
の
菜
エ
ン
ス

滋賀県警察　ご相談窓口　♯９１１０

なんか
変？

ヒ
ェ
〜

カードを交換します。
職員に渡してください。

カードを手渡す。
暗証番号を教示する。

● 留守番電話や詐欺電話撃退機器を利用しましょう。
● 電話の話をすぐに信用せず、公的機関で確認する。
● 知らない人にキャッシュカードは渡さない。暗証番号は教えない。
● 被害に気付いたら、すぐに金融機関と警察に連絡しましょう。

振り込め詐欺にだまされない為に

滋賀県警察からのお知らせ

被害
●大型量販店員
●金融機関職員
●警察官

を装う

　
次
は
春
一
番
の
畑
仕
事
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
準
備
で
す
。

　
種
イ
モ
は
毎
年
購
入
し
た
方
が
安
心
で
す
。
買
い
求
め
た
ら
袋

か
ら
出
し
、
納
屋
の
中
の
明
る
い
と
こ
ろ
で
、
重
な
ら
な
い
よ
う

に
並
べ
て
お
き
ま
す
。
寒
害
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
は
収
穫
が
楽
な
栽
培
法
を
書
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し

た
か
？
　
今
年
は
、
さ
ら
に
ひ
と
工
夫
で
す
。

ひ
と
工
夫
し
て
ダ
イ
コ
ン
を

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
畝
に
春
ダ
イ
コ

ン
を
蒔
く
の
で
す
。
ダ
イ
コ
ン
栽

培
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
畑
を
深

く
掘
り
起
こ
し
、
畝
幅
を
気
持
ち

広
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　
肥
料
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
分
だ
け
で
充
分
で
す
。
植
え
付
け
条
か

ら
少
し
離
し
て
施
し
ま
す
。
深
く
ま
で
混
ぜ
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
畝
全
体
を
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
で
覆
い
ま
す
。
マ
ル
チ
が
あ
る
と

四
月
五
日
頃
に
春
ダ
イ
コ
ン
の
種
子
を
蒔
い
て
も
、
ト
ウ
立
ち
の

心
配
が
小
さ
い
で
す
。
必
ず
春
ま
き
専
用
品
種
（
Ｔ
社
「
お
し
ん
」

等
）
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。
露
地
の
場
合
で
も
、
四
月
十
日
を
過

ぎ
て
か
ら
種
子
を
蒔
く
と
安
心
で
す
。

　
畝
肩
の
や
や
内
側
に
、
マ
ル
チ
に
直
径
三
セ
ン
チ
程
の
穴
を
二

十
セ
ン
チ
間
隔
で
開
け
、
二
粒
ず
つ
種
子
を
蒔
き
ま
す
。
本
葉
二

枚
ま
で
に
一
本
に
間
引
き
ま
す
。
追
肥
は
不
要
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
ダ
イ
コ
ン
の
収
穫
は
ま
だ
細
い
う
ち
か
ら
始
め
、

最
後
の
一
本
が
収
穫
適
期
の
太
さ
と
な
る
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ツ

で
す
。
五
月
末
に
は
収
穫
が
終
わ
る
の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
ン
ド
ウ

　
次
は
エ
ン
ド
ウ
で
す
。
三
月
末
頃
か
ら
ツ
ル
が
伸

び
始
め
ま
す
の
で
、
そ
の
少
し
前
に
追
肥
を
与
え
、

支
柱
を
立
て
ま
す
。
次
の
追
肥
は
、
花
が
咲
き
始

め
る
頃
で
す
。

　
エ
ン
ド
ウ
は
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
に
実
が
着
き
、
陰
に
は
着
き

ま
せ
ん
。
ツ
ル
を
茂
ら
せ
て
も
内
側
に
は
実
が
着
か
な
い
訳
で
す
。

　
大
き
な
実
が
着
き
や
す
い
の
は
、
株
の
中
で
一
番
〜
三
番
の
ツ

ル
で
す
。
そ
れ
以
降
の
ツ
ル
に
は
大
き
な
実
が
少
な
い
の
で
、
間

引
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
の
ツ
ル
が
日
当

た
り
の
良
い
外
側
に
な
っ
て
伸
び
る
の
で
、
一
〜
三
番
の
ツ
ル
が
陰

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

犯人 オレオレ詐欺に注意！！
キャッシュカードをだまし取る

（図１）

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

滋
賀
県
畜
産

技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

滋賀県畜産技術振興センター 「ふれあい広場」

蒲
生
郡
日
野
町
山
本

滋賀県蒲生郡日野町山本695

TEL.0748-52-1221
FAX.0748-53-2434

地域の
スポット紹介

【営業時間】9：00～16：00（年中無休）
【入場料】無料
【駐車場】30台

経
て
、
２
０
０
５
年
４
月
に
現
在

の
「
滋
賀
県
畜
産
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー
」と
な
り
ま
し
た
。

　
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
た
ち
は
、来
場
者
の
方

と
ふ
れ
あ
う
だ
け
で
な
く
、県
内
の
学
校

や
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、
景
観
保
全
や

獣
害
対
策
な
ど
を
行
う
団
体
へ
の
貸
し

出
し
も
行
っ
て
い
て
、
利
用
数
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
酪
農
・
飼
料
係
の
担
当
者
は
「
遠
足

や
校
外
学
習
な
ど
の
機
会
に
、ぜ
ひ
動
物

た
ち
に
会
い
に
来
て
も
ら
い
、ぬ
く
も
り

を
直
接
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し

て
い
ま
す
。

　
広
く
解
放
感
の
あ
る
広
場
で
動
物
た

ち
と
ふ
れ
合
い
、
た
ま
に
は
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
日
野
町
山
本
に
あ
る
滋
賀
県
畜
産
技

術
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、家
畜
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
無
料
開
放

し
て
い
ま
す
。

　
広
場
に
入
る
と
、早
速
ポ
ニ
ー
が
お
出

迎
え
。見
晴
ら
し
の
い
い
広
場
で
は
、
ポ

ニ
ー
の
ほ
か
に
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
が
放
牧

さ
れ
、動
物
た
ち
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。昨
年
春
の
出
産
シ
ー
ズ
ン
に

は
、ヒ
ツ
ジ
15
頭
、ヤ
ギ
２
頭
が
産
ま
れ
、

訪
れ
た
人
々
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、ヒ
ツ
ジ
の
毛
刈
り
見
学
や
バ
タ
ー

作
り
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
滋
賀
県
種
畜
場
」

が
現
在
の
野
洲
市
に
設
置
さ
れ
た
の
を

始
め
と
し
て
、
統
合
・
改
名
・
移
転
を

8

1

307

477

421

大谷

山本南三十坪

鋳物師

六枚橋

御園

滋賀県畜産技術振興センター
 「ふれあい広場」

貴生川

日
野

JR草津線
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楽しめますよ♪

かわいい動物たちが
待っています!!

ヤギの親子
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お知らせ

この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合 〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページよりお願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167 0120-519-031

NOSAI　ノンちゃん2019 冬号

ホームページで
水稲・麦の生育情報を

掲載しております

Vol.23

328名からご応募がありました。今回もご応募お待ちしております。

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

ク イ ズＮ Ｏ S IA

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

62 〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想
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行

応募締切り

2月28日木
平成31年

当日消印有効

答えは 「Ⓒ 猪肉」 でした。

正解者の中から抽選で３０名の方に記念品をプレゼントします。
当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

前回
の

答え

応募先

問 題
日野町山本にある滋賀県畜産技術振興センターでは、家
畜に親しみを持ってもらうために「 広場」を無料
開放しています。 の中に入る言葉は何でしょうか？

「こんぜの里りっとう」のレストランで売られている“こんちゃんう
どん”は、何の肉を使用したうどんでしょうか？
次の３つから選んでください。

NOSAI

麦共済お知らせ

1

　納入期限までに払い込みをお願いします。
なお、口座振替契約済の方は、指定口座から掛
金等を振替させていただきます。
※平成31年産より納入期限までに掛金等を払い込みいただけな
い場合は、共済関係が解除されますのでご注意ください。

麦共済掛金の納入期限は、
平成31年1月31日（木）です。

総代選挙の日程についてお知らせ

2
現総代の任期満了（平成31年4月30日）に
伴う総代選挙を行う予定です。
【総代定数】120名（任期3年）
【公 告 日】平成31年2月28日（木）予定
【選挙期日】平成31年3月  7日（木）予定

読者の声 組合員さまから、たくさんのメッセージをいただきました。
その中から一部をご紹介いたします。 

今年は台風や災害が多く、
困りました。共済が必要です。
【日野町　女性　61歳】

各地で被害に遭われた方々に
は、心よりお見舞い申し上げ
ます。自然災害はいつ起こる
か分からないので、「備えあ
れば憂いなし」ですね。

収入保険制度の説明を読
みました。とても良い制度
だと思います。
【長浜市　女性　62歳】

平成31年1月から収入保険制
度が始まりました。ご加入を
検討されている方は、本所ま
たは最寄りの支所・出張所へ
お問い合せください。

私は、「道の駅」に行くのが
楽しみの一つです。その地
域の特産品が並べられ、購
入できるからです。生産者
の方に感謝しています。
【近江八幡市　男性　64歳】

滋賀県には、「道の駅」が20
カ所あります。それぞれの地
域の特産品があり、楽しいで
すよね。生産者の方々に感謝
ですね。

「野菜博士のワンポイント
アドバイス」「おすすめレシ
ピ」、毎回とても参考になり
ます。切り抜いてファイルし
ています。当紙、読みやすく
てとてもいいです。
【大津市　女性　60歳】

ありがとうございます。これか
らも、みなさんのお役に立つ
情報を発信していきたいと思
います。

今回ご紹介できなかった方々、たくさんのメッセージを
ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
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